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理系の知識を活かした資格の取得方法伝授！ 

理系人フォーラム 開催 
2012 年 4 月 29 日（日・祝） ＬＥＣ 池袋本校 にて 

 
各種資格・国家試験の総合スクール東京リーガルマインド（ＬＥＣ）は、2012 年 4 月 29 日（日・祝）、LEC 池袋本校にて、

理系の知識を活かした資格およびその取得方法をご紹介するイベント『理系人フォーラム』を開催いたします。 
 

◆ 大型連休を使って考える理系キャリアのアドバンテージ  
昨今、電機メーカーなど、理系出身者が、その知識や技術を活かせるフィールドをもつ企業が軒並み厳しい経

営状況に陥っています。そのような中、理系出身者が今後も企業で活躍していく上で、その知識や技術をもとに法
律や経済という文系の分野にも進出できるようにすることは、大きなアドバンテージにつながります。 

そこで本フォーラムでは、理系出身者がその知識を活かした資格取得をご案内します。理系出身の弁護士の方
をお招きし、進路の広げ方についてお話いただくほか、理系人として実際に第一線でご活躍されている実務家の
方々に、理系能力の活用法についてご講演いただきます。また、ＬＥＣ専任講師が、理系人に合った仕事について、
民間・公務員という二つの視点から仕事の違いや採用方法の違い、どのように自分の力を活かせるのかについて
解説し、ＬＥＣ流の理系能力活用法を伝授いたします。 
 
◆ フォーラム概要  

タイトル 理系人フォーラム 
開催日時 2012 年4 月29 日（日・祝） 11：00～17：00 

【技術系公務員】 「民間vs 公務員。理系の就活！どっち選ぶ？！ 」 11：00～12：30 
担当：川又 淳史 LEC 専任講師 
[講演内容]民間企業と公務員との選択に迷っている理系の方に、民間企業と公務員の仕事の違いや採用方法の違い、どの
ように自分の力を活かせるのかをお話します。 

【基調講演】 「理系人、だから広がる人生の選択肢」 12：00～13：30 
講師：栁下 彰彦 氏（弁護士）  
 
 
 

【土地家屋調査士】 「数学センスを活かせる！『土地家屋調査士』 」 13：30～15：00 
担当：山崎 智英 LEC 専任講師 
[講演内容]土地家屋調査士という資格やその業務の内容のほか、どうすれば土地家屋調査士になれるのか、必要となる数
学的センスはどの程度のものかについて、自身も数学科出身である講師がお話します。 

【弁理士】 「時代が求める弁理士の魅力と将来」 14：00～15：30 
担当：馬場 信幸 LEC 専任講師 
[講演内容] 特許事務所で弁理士業務にも携わる講師が、知財のプロである弁理士としてのさまざまな業務の魅力や、将来
の展望についてお話します。 

内容 

【建築士】 「積み木遊びを仕事にしよう」 15：30～17：00 

担当：深井 準一 LEC 専任講師 
[講演内容] 物を作り上げることは、人間の本能です。子供が積み木遊びに夢中になるのは、自分のアイデアが具体的な形
になるからです。どうせ作るならば、もっと大きなもの、後の時代に残るものをつくりませんか？ 

会場 ＬＥＣ 池袋本校 
【所在地】 東京都豊島区南池袋1-25-11 第15 野萩ビル（受付4 階） 

備考 予約不要・参加無料 

 
****************************************************************************************************************** 
本件に関するお問い合わせ ＬＥＣ東京リーガルマインド コールセンター TEL：0570-064-464 
取材に関するお問い合わせ ＬＥＣ東京リーガルマインド 広報課        TEL：03-5913-6220 

＜略歴＞ 
1994 年慶應義塾大学大学院理工学研究科物質科学専攻修士課程修了。三菱化学株式会社に入社し、電子写真感光体の商
品開発及び研究開発に従事。2000 年に弁理士試験に合格してからは、同社知的財産部にて、国内外の出願関連業務、国
内外の渉外業務等に従事。2006年に桐蔭法科大学院法務研究科に入学するとともに、万緑国際特許事務所設立、弁理士と
して、国内外の出願関連業務、国内特許の鑑定等に従事。2009年司法試験合格、2010年弁護士登録、2011年内田・鮫島法
律事務所入所。現在、桐蔭法科大学院客員教授。 


